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京都, 2019, 7. 
 
⽇下部 明彦, 飯⽥ 洋, 稲森 正彦, 太⽥ 光泰：病院と在宅医療の連携 10 年後への投資 医学⽣教育. ⽇本在
宅医療連合学会, 東京, 2019, 7.  
 
中⾺誠, ⿂嶋晴紀, 沼⽥和司, ⽇⾼央, 広瀬俊治, 加川建弘, 服部伸洋, 松永光太郎, 森本学, ⼩林智, ⼩串勝昭, 
守屋聡, 近藤正晃, 福⽥浩之, ⽥中克明, 前⽥愼：『進⾏肝細胞癌に対するレンバチニブの有⽤性に関する多施設
共同研究』. 第 55回⽇本肝癌研究会 パネルディスカッション 2 進⾏肝癌の集学的治療, 東京, 2019, 7. 
 



 

 

三輪治⽣，杉森⼀哉，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，合⽥賢弘，沼⽥和司，前⽥愼：体外式造影
超⾳波検査における膵多⾎性病変の鑑別診断．第 50回⽇本膵臓学会⼤会，東京, 2019, 7. 
 
⼾塚雄⼀朗，杉森⼀哉，鈴⽊良優，⼩宮⼭哲史，佐藤健，合⽥賢弘，三輪治⽣，沼⽥和司，前⽥愼：膵癌に対す
る全⾝化学療法中に膵液漏を発症し、EUS-PDが奏功した⼀例．第 50回⽇本膵臓学会⼤会，東京, 2019, 7. 
 
鈴⽊良優，三輪治⽣，中森義典，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，合⽥賢弘，杉森⼀哉，沼⽥和司，遠藤格，
前⽥愼：仮性動脈瘤を合併した膵動静脈奇形の⼀例．第 50回⽇本膵臓学会⼤会，東京, 2019, 7. 
 
照屋聖仁,⻄尾匡史,尾関雄⼀郎.澤⽥敦史,池⽥良輔,福地剛英，⼩林亮介,佐藤知⼦,平澤欣吾,前⽥愼：早期のメトロ
ニダゾール投与により保存的治療で救命し得た劇症型アメーバ性⼤腸炎の 1 例．第 355 回⽇本消化器病学会 関
東⽀部例会,東京,2019,7． 
 
稲森正彦：機能性消化管疾患の病名認知度に関する⼀考察．第 28回消化器疾患病態治療研究会，名古屋，2019，
9． 
 
杉森慎,杉森⼀哉,神保智彩,露⽊翔,廣⾕あかね,三箇克幸,⼾塚雄⼀朗,⼩宮⼭哲史,佐藤健,⼿塚瞬,合⽥賢弘,⼊江邦
泰,三輪治⽣,野﨑昭⼈,前⽥愼：進⾏膵癌における化学療法施⾏中の⾎中遊離遺伝⼦中 KRAS 変異遺伝⼦モニタ
リングの有⽤性の検討．第 28回消化器疾患病態治療研究会,愛知,2019,9． 
 
沼⽥和司, 王斐倩, ⼆本松宏美, ⼩串勝昭, 守屋聡, 中⾺誠, 前⽥愼, 稲⼭嘉明, 中野雅⾏ : 早期肝細胞癌・進⾏
肝細胞癌における造影超⾳波所⾒と免疫染⾊所⾒.  第 46回超⾳波ドプラ新技術研究会, 東京, 2019, 9. 
 
松本彰太，三輪治⽣，⼟屋洋省，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，⾦⼦卓，杉森⼀哉，沼⽥和司，
前⽥愼：膵⼗⼆指腸動脈瘤に対して経カテーテル動脈塞栓術を施⾏した 1 例．⽇本消化器病学会関東⽀部⼤ 356
回例会, 東京, 2019, 9. 
 
杉森慎，杉森⼀哉，露⽊翔，廣⾕あかね，三箇克幸，佐藤健，⼿塚瞬，合⽥賢弘，⼊江邦泰，三輪治⽣，芝⽥渉，
野﨑昭⼈，前⽥愼：進⾏膵癌における化学療法施⾏中の⾎中遊離遺伝⼦中 KRAS変異遺伝⼦モニタリングの有⽤
性の検討．第 78回⽇本癌学会学術総会, 京都, 2019, 9. 
 
尾関雄⼀郎, 平澤欣吾, ⼩林亮介, 澤⽥敦史, ⻄尾匡史, 福地剛英, 池⽥良輔, 眞⼀まこも,佐藤知⼦, 前⽥愼：組
織混在型早期胃癌に対する術前診断の可能性. 神奈川胃癌治療研究会,  
2019, 9. 
 
稲森正彦：呼気試験を⽤いた胃排出測定に使⽤される検査⼿法についての⽂献的検討．第 11回⽇本安定同位体・
⽣体ガス医学応⽤学会⼤会，東京，2019，10． 
 
沼⽥和司, 舩岡昭宏, ⼆本松宏美, ⼩串 勝昭, 守屋聡, 福⽥浩之, 原浩⼆, 中⾺誠, 前⽥愼,武⽥篤也 : 造影超⾳
波による体幹部定位放射線の壊死例と残存例の鑑別. ⽇本超⾳波医学会関東甲信越地⽅会 第 31 回会学術集会 



 

 

⼀般演題, 東京, 2019, 10. 
 
沼⽥和司, ⼆本松宏美, ⼩串勝昭, 守屋聡, 福⽥浩之, 原浩⼆, 中⾺誠, 前⽥愼 : high MI contrast imaging による
後⾎管相での⾼エコー結節の陰影⽋損検出率の向上. ⽇本超⾳波医学会関東甲信越地⽅会 第 31 回会学術集会 
⼀般演題, 東京, 2019.10. 
 
三輪治⽣，杉森⼀哉，⼟屋洋省，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，合⽥賢弘，⾦⼦卓，沼⽥和司，
前⽥愼：肝外胆管病変に対する造影超⾳波内視鏡検査の有⽤性．第 55回⽇本胆道学会学術集会, 愛知, 2019, 10. 
 
横塚瑠奈，三輪治⽣，⼟屋洋省，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，合⽥賢弘，⾦⼦卓，杉森⼀哉，
沼⽥和司，前⽥愼：悪性肝⾨部胆管閉塞に対して，超⾳波内視鏡下肝内胆管⼗⼆指腸吻合術を施⾏した⼀例．第
55回⽇本胆道学会学術集会, 愛知, 2019, 10. 
 
須江聡⼀郎,：神奈川県の若年者におけるヘリコバクターピロリ感染症対策のモデル事業, 展⽰発表．ME-BYO 
Japan 2019. 横浜. 2019.10. 
 
⼊江邦泰, 露⽊ 翔,桑島拓史,三箇克幸, 佐藤健,⼿塚瞬,  ⼭⽥博昭, 合⽥賢弘, ⾦⼦裕明, 須江 聡⼀郎, 三輪治⽣, 
佐々⽊智彦,杉森⼀哉,近藤正晃, 前⽥愼：切除不能⾼齢者膵癌に対する１次治療としての併⽤化学療法の検討．第
27回⽇本消化器関連学会週間 JDDW2019, 神⼾, 2019, 11. 
 
⼩串勝昭：進⾏肝細胞癌に対するレンバチニブの有⽤性. 安全性に関する多施設共同研究, 第 27回⽇本消化器関
連学会週間 JDDW2019, 神⼾, 2019, 11. 
 
桑島拓史, 杉森慎, 露⽊翔, ⾦⽥義弘, 三箇克幸, 三留典⼦, 岩⽥悠⾥, ⼭⽥博昭, ⼊江邦泰, ⾦⼦裕明, 須江聡⼀
郎, 佐々⽊智彦, 近藤正晃, 前⽥ 愼：H.pylori⾮感染胃における粘液付着に関する検討．第 27回⽇本消化器関連
学会週間 JDDW2019, 神⼾, 2019, 11. 
 
合⽥賢弘，杉森⼀哉，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，三輪治⽣，沼⽥和司，前⽥愼：Interventional 
EUS での出⾎の予防法と対処法．第 27回⽇本消化器関連学会 JDDW2019，神⼾, 2019, 11. 
 
澤⽥敦史, 池⽥良輔, ⻄尾匡史, 福地剛英, ⼩林 亮介, 佐藤知⼦, 平澤欣吾, 前⽥愼：当院における⼗⼆指腸 ESD
の治療成績と術後 CT撮像の有⽤性の検討．第 27回⽇本消化器関連学会週間 JDDW2019, 神⼾, 2019, 11. 
 
須江聡⼀郎,  佐々⽊智彦, ⾦⼦裕明, ⼊江邦泰, 近藤正晃, 前⽥愼：ボノプラザンを⽤いた⼀次除菌における
CAM400 と CAM800 の副作⽤と除菌率の⽐較．前向きコホート研究．第 27 回⽇本消化器関連学会週間
JDDW2019, 神⼾, 2019, 11. 
 
松林真央，⼩林拓，森久保拓，清原裕貴，佐上晋太郎，中野雅，⽇⽐紀⽂：実臨床におけるブデソニド注腸の使
⽤とその有⽤性．パネルディスカッション．JDDW2019 ，神⼾, 2019, 11. 
 



 

 

三輪治⽣，杉森⼀哉，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，合⽥賢弘，沼⽥和司，前⽥愼：EUS-HGS困
難例に関する検討とトラブルシューティング．第 27回⽇本消化器関連学会 JDDW2019，神⼾, 2019, 11. 
 
合⽥賢弘，杉森⼀哉，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，佐藤健，三輪治⽣，沼⽥和司，前⽥愼：Interventional 
EUS での出⾎の予防法と対処法．第 27回⽇本消化器関連学会 JDDW2019，神⼾, 2019, 11. 
 
Sugimori M, Sugimori K, Maeda S：The quantitative monitoring of ct-DNA in patients with advanced PDAC 
undergoing chemotherapy．第 27回⽇本消化器関連学会 JDDW2019，神⼾, 2019, 11. 
 
平澤欣吾, 滝本⾒吾, 荒⽊寛司：下部消化管内視鏡治療に関連した穿孔に対するポリグリコール酸（PGA）シー
トとフィブリン糊を⽤いた内視鏡的閉鎖術の有効性 - 多施設遡及的研究. 第 27 回⽇本消化器関連学会 
JDDW2019 ワークショップ, 神⼾, 2019, 11. 
 
佐々⽊智彦,芝⽥渉,露⽊翔,桑島拓史,三箇克幸,⼭⽥博昭,⼊江邦泰,⾦⼦裕明,近藤正晃,萩原真紀,前⽥愼：アザチオ
プリン加療中に⾻髄異形成症候群を発症し,⽩⾎病化した潰瘍性⼤腸炎の⼀例,第 10 回⽇本炎症性腸疾患学会学
術集会．福岡,2019.11． 
 
宮澤明⼦，⼟屋洋省，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，佐藤健，三輪治⽣，⾦⼦卓，杉森⼀哉，沼⽥ 和司，前⽥愼：出
⾎性脳転移を発症した膵癌の症例．第 52回神奈川県消化器病医学会総会，新横浜, 2019, 11. 
 
澤⽥敦史, 平澤欣吾, 池⽥良輔, ⻄尾匡史, 福地剛英, ⼩林亮介, 眞⼀まこも, 佐藤知⼦, 前⽥愼：当院における⼗
⼆指腸 ESD の治療成績と術後 CT撮像の有⽤性の検討. 第 98回⽇本消化器内視鏡学会, 東京, 2019, 11. 
 
松林真央，⼩林拓，⼋⽊澤啓司，森久保拓，清原裕貴，佐上晋太郎，中野雅，⽇⽐紀⽂：回盲部切除術後クロー
ン病患者の下痢に対するコレスチミドの有⽤性．ポスターセッション，優秀ポスター賞受賞．第 10回 ⽇本炎症
性腸疾患学会，姫路,2019.11． 
 
中⾺誠, 野﨑昭⼈, 前⽥愼：『核酸アナログ⻑期投与による HBs 抗原変化と TAF による初期治療成績の検討』. 
第 43回⽇本肝臓学会⻄部会 シンポジウム 1 B型肝炎治療の現状と新たな治療戦略, 下関, 2019, 12. 
 
中⾺誠, ⿂嶋晴紀, 広瀬俊治：『進⾏肝癌に対する Lenvatinib の病態別，有⽤性に関する多施設共同研究』. 第 43
回⽇本肝臓学会⻄部会 シンポジウム 3 肝癌診療の現状と展開, 下関, 2019, 12. 
 
下⼭奈穂,澤⽥敦史,尾関雄⼀郎,池⽥良輔,⻄尾匡史,福地剛英,佐藤知⼦,平澤欣吾,國崎主税,前⽥愼：原因不明の腸
間膜脂肪織炎に対してステロイドが著効した 1 例．⽇本消化器病学会関東⽀部例会第 357 回例会，東京, 2019, 
12. 
 
⼟屋洋省，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，佐藤健，三輪治⽣，⾦⼦卓，杉森⼀哉，沼⽥和司，前⽥ 愼：嚢胞様の形態を
呈した膵神経内分泌腫瘍の⼀例．⽇本消化器病学会関東⽀部例会第 357回例会，東京, 2019, 12. 
 



 

 

⾦⼦芹奈，佐藤健，⼟屋洋省，鈴⽊良優，⼾塚雄⼀朗，⼩宮⼭哲史，三輪治⽣，⾦⼦卓，杉森⼀哉，沼⽥和司，
前⽥愼：細径内視鏡を⽤いた直接経⼝胆道鏡により完全採⽯しえた膵頭⼗⼆指腸切除術後の肝内結⽯症の⼀例．
第 109回⽇本消化器内視鏡学会関東⽀部例会，東京, 2019, 12. 
 
三輪治⽣，杉森⼀哉，佐藤健，⾦⼦卓，前⽥愼：内視鏡的乳頭切除術における Sure Clip の使⽤経験．ビデオワ
ークショップ 2 安全・確実な胆膵内視鏡治療を極める-⼿技・デバイスの⼯夫-．第 109回⽇本消化器内視鏡学
会関東⽀部例会，東京, 2019, 12. 
 
 
＜講演＞ 
Numata K ：1st Consensus WG Meeting in Korea for AFSUMB guideline with Sonazoid, 1st Consensus WG 
Meeting AFSUMB CEUS Guideline. Seoul, 2019, 4. 
 
Chuma M: International Association of Surgeons, Gastroenterologists, and Oncologists (IASGO) Continuing 
Medical Education. Tokyo 2019.7 
 
Numata K : Role of Sonazoid contrast-enhanced ultrasound (CEUS) for diagnosis and treatment of hepatocellular 
carcinoma. Shaanxi Association of Ultrasound in Medicine and Engineering 2019 Annual Meeting, Xi'an, 2019,12. 
 
杉森⼀哉：ERCP 胆管カニュレーションのコツ．第 6回 Yokohama Young Gastroenterologist Level-up Conference，
横浜, 2019, 1. 
 
杉森⼀哉：⾮切除肝⾨部悪性胆管狭窄に対する Inside Stent．第 1回 Unmet needs of Biliary Drainage Conference，
東京, 2019, 2. 
 
中⾺誠：『ウイルス性肝炎に関する基礎知識および肝疾患医療センターの取組み』. 第 2回肝疾患コーディネータ
ーセミナー, 横浜, 2019, 2. 
 
沼⽥和司 : IOs 時代を⾒据えたHCC の診断と治療について. エーザイメディカル研修会, 横浜, 2019, 3. 
 
中⾺誠：『B型肝炎患者さんに役⽴つお話し』. 市⺠公開講座, 横浜, 2019, 3. 
 
杉森⼀哉：Hot Topics, Hot Axios の使⽤経験．第 7回 神奈川県胆膵エキスパートセミナー，横浜, 2019, 3. 
 
中⾺誠：病診連携 LiverForum 仙台, 2019, 5. 
 
中⾺誠：肝疾患と栄養研究会 特別講演, 横浜, 2019, 6. 
 
中⾺誠：『B型肝炎の診断と治療のポイント』. 横浜市南区医師会病診連携の会, 横浜, 2019.6. 
 



 

 

中⾺誠：『肝癌の診断と治療』. 肝がん撲滅運動市⺠公開講座, 横浜, 2019,7. 
 
中⾺誠：『ウイルス性肝炎に関する基礎知識』, 第 3回肝疾患コーディネーターセミナー, 横浜, 2019, 10. 
 
中⾺誠：HBV SCIENCE FORUM 2019 特別講演, 横浜, 2019, 10. 
 
中⾺誠：東京・神奈川肝がん研究会 ⼀般講演, 東京, 2019, 11.  
 
沼⽥和司 : 肝がん診療におけるソナゾイド造影超⾳波の役割. 第 19 回北海道腹部造影エコー・ドプラー診断研
究会 特別講演, 札幌, 2019, 11. 
 
沼⽥和司, 中⾺誠, 守屋聡, 福⽥浩之, ⼩串勝昭, 原浩⼆, ⼩宮⼭哲史, 前⽥愼 : 神奈川 Sys-Loco therapy を考
える in Kanagawa, エーザイ株式会社, 新横浜, 2019, 11. 
 
中⾺誠：肝疾患拠点病院 肝臓病教室 第 16回(2019.1)、第 17回(2019.2)、第 18回(2019.5)、第 19回(2019.7)、
第 20回(2019.5)、第 21回(2019.11), 横浜.  
 
 
＜研究助成⾦＞ 
近藤 正晃（代）：肝細胞死により誘導される癌幹細胞化と癌悪性化のメカニズム．令和元年度科学研究費助成事
業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,195万円 
 
佐藤 健（代）：上⽪-間葉転換を介した膵臓癌進展メカニズムと治療標的への可能性の検討．令和元年度科学研
究費助成事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,208万円 
 
芝⽥ 渉（代）：臨床検体の網羅的遺伝⼦解析による胃癌不均⼀性メカニズムの解明．令和元年度科学研究費助成
事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,117万円 
 
須江 聡⼀郎（代）：ISXに着⽬したヒト胃オルガノイド発癌モデル作成と胃癌治療への応⽤．令和元年度科学研
究費助成事業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（平成 31 年度-令和元年度）,208万円 
 
杉森 ⼀哉（代）：胆膵癌個別化医療実現のための 3次元腫瘍バンクの構築．令和元年度科学研究費助成事業（学
術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（平成 30 年度-令和元年度）,117万円 
 
前⽥ 愼（代）：エピジェネティックな変化を基盤とする新規胃発癌モデルの構築．令和元年度科学研究費助成事
業（学術研究助成基⾦助成⾦）基盤研究（C）（令和元年-3 年度）,195万円． 
 


